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戦後札幌市における墓地移転と先祖の顕彰	 
	 
	 
問芝	 志保	 
 
 
１	 はじめに	 
この研究ノートは、戦後札幌市における墓地移転改葬事業についての調査報告である。 
周知のように札幌市は、明治の幕開けとともに未開の地に急速に建設された都市であ
る。戦後は北海道の中心都市としてさらに発展し、高度成長期以降に道内の離農者や炭
鉱離職者が流入して、年間 4 万人というペースで人口が急増していった。1970 年には人
口が 100 万人を超え、1972 年に政令指定都市に移行、現在の人口は 200 万人に迫ってお
り、日本の全 790 市のうち、人口は 4 位、面積は 16 位にランクされる大都市となった。
後述のように、こうした戦後の急激な人口増のなかで、札幌市は市内中心部の墓地を郊
外に移転するという、全国にも類をみない大規模な墓地移転改葬事業を敢行していった。 
墓地移転という危機を人々はどのように受け止めたのか。移転をめぐる葛藤はどのよ
うに解決されたのか。それを契機として墓にはいかなる変化がみられたのだろうか。本
事例は、墓を拠点とする今日的な先祖祭祀の一事例として位置づけられるであろう。 
 
２	 調査地の概要	 
２．１	 戦前期における札幌の墓地	 
明治～大正期の札幌における墓地整備に関する詳細は、2015 年の拙稿1を参照された
い。ここでは本事例に関わる点のみ記載する。 
開拓使は明治政府の墓地法制にのっとり、札幌区（現在の札幌市街地にあたる地域）
の墓地の管理、自然発生的な墓地の取り締まり、寺院墓地の開設許可制限、市街地の墓
地の移転改葬などの墓地行政を積極的に行った。住民の流動性がきわめて高かった明治
20 年代頃までは、札幌の墓地は荒れ、不法な埋葬や墓の打ち捨ても頻発していた。しか
し、都市として発展し、居住環境が整ってきた明治 30 年代以降になるとしだいに墓地の
環境も整えられていった。 
そして、旧士族や開拓使官吏、屯田兵、成功した実業家などのなかには、写真 1、2
のように、ハカマ（石垣状の台座）の上に数m にも及ぶ竿石を載せるという巨大な墓を
建て、札幌への移住成功を表す者が多くいた。それに対し中層以下の一般の人々の墓は、
写真 3 のように数十 cm 程度の大きさであった。 
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写真 1（2015 年 6 月筆者撮影、於里塚霊園）	 写真 2（同左）	 	 	 	 写真 3（於上篠路墓地） 
地） 
 
 
２．２	 豊平墓地の歴史	 
本稿の調査地である豊平地区2は、札幌
市街地の南東に隣接する地域である。
1871 年（明治 4）より和人が入植し、1874
年（明治 7）には「豊平村」が成立した。
右の図 1 中、点線枠内が札幌区（市街地）、
右下方の楕円が豊平村である。当初は原
生林を開墾しての畑作が試みられたが、
翌 1875 年（明治 8）に「豊平橋」が架設
されて以降は街道沿いに市街地化が進行
した。さらに明治後期以降には工業も発
展した。1910 年（明治 43）、豊平村は札
幌区に合併され、名実ともに市街地とな
った地域である。 
1886 年（明治 19）2 月、豊平村中心部
（当時の豊平村 144 番地）に「札幌区豊
平共葬墓地」が開設された（図 1 楕円内
の●印の位置）。共葬墓地とは当時の法律
用語で、居住地や本籍地を問わず、当地周辺で死亡した者を埋葬できる墓地を指す。つ
まり豊平墓地は開設当初から、いわゆるムラの墓地的な性格を持たない、開かれた墓地
であった。1922 年（大正 11）、市政施行により「札幌市豊平墓地」と名称が変更された。
同墓地は札幌市としては歴史ある墓地の一つであり、1980 年時点で敷地面積約 1 万 4000
坪（46,388 ㎡、東京ドームとほぼ同じ）、墓碑 5,192 基に及ぶ、札幌市の共同墓地として
は最大規模の墓地であった3。 
 
２．３	 戦後札幌市における墓地の状況	 
墓地をできるだけ郊外に集約するという墓地行政の基本方針は、明治以来今日に至る
まで日本全国で継続しているといえる。特に東京、大阪、名古屋などの大都市では、震
災・戦災復興の一環として、散在する個人墓や寺院墓地を郊外の霊園に集約するという
図 1「石狩国札幌市街之図」（北海道大学北
方資料室蔵、明治 10 年代末作成、筆者改変） 
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大規模な墓地移転が実施されてきたことが知られている4。 
札幌市の場合は、震災や戦災という背景ではなく、戦前から市街地・住宅地の拡大に
したがって墓地も郊外へ郊外へと次々に移転してきた。戦後はさらに長期的な都市計画
のもと大規模な移転事業が実施されることとなった。以下ではこの事業全体の概要をみ
ていきたい。 
1957 年（昭和 32）、札幌市は、区画整理、街路整備、土地の高度利用を理由に、既存
の市営共同墓地を移転廃止する「墓地整備 10 か年計画」を策定した。市営共同墓地とは、
札幌市の分類で、戦前に札幌の旧衛星村であった地域に形成された旧村営墓地ないし旧
集落有墓地を指す。市はこの市営共同墓地の新規使用を認めていない。積極的な移転廃
止の執行は行わないものの、いずれ全ての使用者が不在となるようなことがあれば、廃
止とする方針とされている。この当時、26 カ所が市内に点在していたが、そのうち、周
辺の市街地化が進んでいる墓地、温泉街のイメージを損なっている墓地、地域住民から
移転廃止の要請が出ている墓地など、9 カ所の市営共同墓地が移転廃止の対象として選
ばれた。この時点では豊平墓地は移転対象外であったが、1961 年に豊平墓地も移転が決
定された（詳細後述）。 
しかしこの移転事業の執行は市の財政難のため滞り、予定の 10 年が経過しても移転が
完了した墓地はわずか 2 カ所にとどまっていた。そこで 1976 年（昭和 51）、「墓地整備
10 か年計画」は「新札幌市長期総合計画」のなかへと継承された。そこでの墓地移転改
葬事業とは、予算総額 60 億円超、計 11 カ所の市営共同墓地を廃止し、総数約 1 万基の
墓を郊外の大霊園に移転するというもので、全国的にもまれにみるきわめて大規模なも
のであった。 
次頁の図 2「札幌市における墓地の分布」を参照されたい。札幌市の墓地は最多時点
で大小 60 カ所以上を数えた。しかしそのうち、図中の×印で示した市営共同墓地計 16
カ所は、全て戦前から戦後にかけて移転・廃止された。その移転先は、ほとんどが市郊
外にある大規模な市営霊園（図中●印）であった。この移転事業により、市内の墓地数
は 43 カ所へと減少し今日に至っている。現在の墓地数等は表 1 のとおりである。 
表 1 に示した札幌市の墓地数は他の全国の都市と比較してきわめて少ない5。その主因
は、明治期に寺院境内墓地を含む墓地の新設が厳しく制限されたためであるが、ただで
さえ少なかった墓地が戦後の移転事業によってさらに減少したということは指摘してお
きたい。なお、民営霊園は広大で墓地用地には十分な余裕があり6、札幌市ではいわゆる
墓地不足の問題はほぼ生じていない。つまり、札幌市民の墓地は、戦前・戦後をとおし
て、郊外に建設された市営・民営の巨大な霊園や納骨堂へと次々と移転されたのであり、
墓地を郊外に集約するという明治以来の墓地行政の方針を徹底して遂行した都市の好例
と位置づけることができる。 
とはいえ、その移転改葬事業は必ずしも順調に履行されたわけではなかった。開設が
古く、規模も数十基ほどと比較的小さい墓地のほとんどでは、移転は早くスムーズに行
われた。荒廃し、管理も不十分で、無縁墓が多かったような墓地の使用者は、有縁であ
っても新しい霊園への優先的移転をかえって好む傾向にあったと考えられる。しかし、
当時最大の市営共同墓地であった「豊平墓地」移転をめぐっては住民や行政の間に深刻
な対立が生じることとなった。以下ではその概要をみていきたい。 
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表 1	 札幌市における墓地の分類と墓地数等（市営霊園・民営霊園・寺院墓地は 2015 年、市営
共同墓地は 1997 年のデータ。筆者作成） 
分類 数 名称 面積（㎡） 区画数 開設 
市営霊園 3 
平岸霊園 276,939 12,512 昭和 16 
里塚霊園 661,996 26,200 昭和 41 
手稲平和霊園 78,695 2,901 昭和 48 
民営霊園 3 
真駒内滝野霊園 1,800,473 70,412 昭和 56 
藤野聖山園 325,541 14,586 昭和 56 
簾舞霊丘公園 176,442 6,000 昭和 42 
市営共同
墓地 
17 
円山、八垂別、白石本通、上篠路、中沼、
苗穂、丘珠、盤渓、屯田、発寒、澄川、藤
野、滝野、月寒、北野、手稲、山口墓地 
195,966 
※17 カ所 
の合計 
5,499 
※17 カ所 
の合計 
明治 5～ 
大正 4 
寺院境内
墓地 
20 略	 ※なお札幌市内の全寺院数は 261 カ寺 ― ― 明治～ 
 
 
図 2	 札幌市における墓地の分布（現存・廃止とも含む。筆者作成） 
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３	 豊平墓地移転をめぐる対立	 
３．１	 豊平墓地移転計画に至る経緯	 
以下では、豊平墓地移転の計画が決定されるまでの経緯を確認していく7。 
	 先述（２．３）のように、札幌市では 1957 年（昭和 32）、市営共同墓地 9 カ所を移転
する「墓地整備 10 か年計画」を策定した。この時点では豊平墓地は移転事業の対象外と
されていた。 
しかし 1960 年代頃、豊平墓地周辺にはマンションやビル、主要道路などが次々と建設
され、市街地化が著しく進行していった。また、墓地内には樹木が鬱蒼と茂っており、
納骨堂内に住み着く者が現れるなど、夜間の防犯上の問題も浮上した。そうした状況の
ため、1961 年（昭和 36）、豊平墓地周辺住民で構成される豊平連合町内会と、墓地全面
移転に賛成する市議会議員 4 名が、市議会に対して「豊平墓地移転に関する請願」を署
名 290 名分と合わせて提出した。市議会はこれを即採択し、5,000 基をゆうに超える墓を
全面移転する事業として 8 カ年計画を策定、費用として 46 億円を見積もり、一大プロジ
ェクトが開始されたのである。跡地は総合公園となる計画も立てられた。 
しかし、移転事業は早々に大きな壁につきあたった。市（厚生局墓園課）が豊平墓地
の墓地台帳をもとに墓地使用者の所在確認を始めたところ、住所変更や相続の手続をし
ていない者が多く、連絡がとれた使用者が 3 割にも満たなかったためである（墓主 4,524
名のうち 1,462 名）。市は住民票や戸籍等による追跡、看板や新聞記事での呼びかけなど
により、一人ずつ地道な調査を進めるしかなかった。遅々として着手されない移転事業
に対し、地域住民は 1966 年（昭和 41）に再度、移転の請願書を市議会へ提出した。 
1976 年（昭和 51）、豊平墓地移転改葬事業は「新札幌市長期総合計画」のなかへ組み
込まれることとなった。移転実務は札幌市・石狩市の石材商工業協同組合に委託される
ことも決まり、ようやく移転事業は本格的に始動していくこととなる。 
以上の経緯をまとめると下記表 2 のようになる。 
 
表 2	 豊平墓地移転事業に関する年表① 
1957・昭 32 札幌市は、区画整理、街路整備、土地の高度利用を理由に、既存の市営墓地を
移転廃止する「墓地整備 10 か年計画」を策定（豊平墓地は対象外）。しかし財
政難のため遅々として進まなかった 
1960 頃～ 豊平墓地周辺にマンションやビル、主要道路が次々と建設される。また、墓地
環境、防犯上の問題なども浮上 
1960・昭 35 豊平墓地周辺住民が市議会議員へ豊平墓地移転を陳情 
1961・昭 36 豊平連合町内会と市議会議員 4 名が、市議会に対して「豊平墓地移転に関する
請願」を署名 290 名分と合わせて提出。同請願は即採択され、市議会は 8 カ年
計画を策定 
1963・昭 38 豊平墓地使用者の所在確認作業開始。墓地台帳をもとに確認したが、連絡がと
れた者は 3 割未満 
1966・昭 41 豊平連合町内会が再度市議会へ豊平墓地移転を請願 
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1976・昭 51 「墓地整備 10 か年計画」を「新札幌市長期総合計画」へ継承。墓地 11 カ所廃
止、総数約 1 万基という墓の移転で、予算総額は 60 億円超の規模 
 
３．２	 豊平墓地移転をめぐる対立	 
	 住民の最初の陳情から 15 年という月日が経ち、実現に向かうはずの豊平墓地移転改葬
事業であったが、以下ではそれをめぐって生じた対立の様相について時期を追って述べ
ていく。 
	 先述のように 1961 年（昭和 36）、豊平墓地の移転を陳情したのは豊平連合町内会であ
った。豊平連合町内会は、主に戦後の市街地化に伴い豊平地区に流入した、墓地周辺の
住民および事業者からなる。豊平墓地はもともと札幌区の共葬墓地であり、豊平地区の
みならず札幌中の人々が埋葬されてきた。戦前の段階ですでに満杯で、新規使用者を受
け付けていなかった。そのため、たとえ豊平墓地の近隣住民であっても豊平墓地の使用
権を新たに得ることはできなかった。したがって、そばにあっても使えない豊平墓地は、
近隣住民にとっていわば迷惑施設でしかなかったのである。 
同町内会による移転請願の理由とは、①住宅街の真ん中にあり「居心地と地域発展の
問題」となっていること、②木に囲まれて見通しが悪く、夜間は非常に暗くなるため、
犯罪・非行の場となっていること、③管理が行き届いておらず、供物に動物が集まった
り、供物が腐敗して悪臭を放ったりと衛生面で問題であること、という 3 点であった。 
	 この請願を受けて市議会では墓地移転事業の計画が決定されたが、その後、市が開催
した説明会や個別相談の場で、豊平墓地の使用者の一部から反対の声が上がったのであ
る。本稿では北海道新聞の読者投書欄である「読者の声」欄に掲載されている豊平墓地
移転への批判をみていきたい。 
 
移転の理由は、墓地の不気味さという単なる感情論に過ぎず跡地の有効利用などの
具体策もない。……三代、四代にわたり先祖の墓を守り続けてきた旧家の人たちの
意見も尊重して、移転問題は再検討すべきではないかと思う（北海道新聞「読者の
声」1977 年 10 月 19 日、以下下線筆者） 
わが家も祖父が開拓使とともに本道に渡り、五代にわたり骨を豊平に埋めています。
……本道開拓の「大いなる記念の地」として残し置かれるよう、市当局と付近住民
の方々にも温かいご理解をいただきたい（同 1977 年 10 月 24 日） 
最近の宅地化と墓地はそぐわない面があるかもしれません。しかし、わが家だけに
例を引いてみても、祖父は開拓使とともに来道、資生館で子弟を教え、骨を豊平に
埋めました。……先祖代々の墓地が変わらずにあるということが、人として“かえ
るべき土”を持つ安心感となり、それが日々の暮らしの安らぎに連なっていること
を痛感するのです（同 1977 年 10 月 29 日） 
祖先たちがあまたの辛苦の中を生き、あまつさえ、そこの土に戻らんと心に決めた
であろうことを思う……後から住みついた者たちが古臭い墓地を邪魔もの扱いにす
るエゴ（同 1981 年 9 月 11 日） 
私どもの祖先がこの寒さきびしい北海道に渡り、あらゆる苦難の末、今の大都市の
土台を造ったのです。……大切な我々の祖先の霊に対してそれなりの取り扱い方を
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していただきたい（同 1981 年 9 月 19 日） 
理由が、あいまい、軽薄で、霊の尊厳を傷つけるだけではないか……歴史的背景を
無視し、百年にわたる聖域を踏み荒らし、霊の永眠を妨げることは理解出来ません。
……なぜ聖域が片隅に移転するのか納得出来ません（同 1982 年 4 月 20 日） 
 
投書の内容から、移転への主な反対理由を整理すると、①移転先として用意された里
塚霊園はあまりにも遠く不便である、②跡地の具体的用途が不明である、③移転事業費
が多額に過ぎる、④墓地のままでも管理すれば緑地や散策地として住民に活用されうる、
⑤後から流入した新規住民が墓地移転を要請するのはおかしい、⑥移転は祖先である開
拓者の霊への冒涜である、⑦使用者にとって心の拠り所である墓地を移転してほしくな
い、といったものであった。 
なお、こうした新聞紙上の反対意見は、豊平墓地使用者だけでなく、豊平地区の住民
でもない札幌市民のうち、明治以来の「開拓民の子孫」を自認する人々からも寄せられ
ている点が注目される。 
この対立の構図を図示すると図 3 のようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
	 	 	 墓地移転を要請	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 墓地移転に反対 
 
 
図 3	 豊平墓地移転をめぐる対立の構図 
 
３．３	 行政による対立の解決	 
	 さて、豊平墓地使用者と周辺住民との対立関係に挟まれるかたちとなった札幌市行政
はどのようにしてその解決を図ったのか、以下でみていきたい。 
	 札幌市は移転計画の決定当初、区画整理、街路整備、土地の高度利用などの理由を挙
げ、豊平墓地移転を使用者たちに「通知」するのみであった。 
	 しかし説明会や新聞紙上において、上述のような強い反対意見や、移転を拒否する声
が高まると、札幌市は説明の仕方を変えた。その例として、1980 年、札幌市長名義で豊
平墓地使用者あてに配布された文書である「札幌市豊平墓地の移転計画について御協力
のお願い」をみてみたい。 
 
札幌市は我が国有数の大都市として、目覚ましい発展を続けております。これは市
民の皆様のたゆまぬ御努力の結果であると同時に、多くの先人の、厳しい自然に立
ち向かった不屈の開拓者精神と辛酸労苦のたまものであり、私は心からの敬意を表
豊平連合町内会 
戦後に流入した墓地周辺の居住者
や事業者。豊平墓地に墓を買うこ
とはできないため、墓地を迷惑施
設とみなす 
豊平墓地使用者＋一般市民の一部 
墓地周辺に居住していない、戦前
からの移住者の子孫であり、「開拓
民の子孫」との自意識を持つ 
行政 
対立 
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さずにはおられません。このため、先人が眠られる墳墓につきましては、可能な限
り丁重に、かつ、感謝の心をこめてお守りいたさねばならないと考えております。
／他面、本市の急激な市街地の膨張に伴い、市街地内にある市営墓地の大部分は、
既に密集した住宅や、自動車の騒音等に取り囲まれてしまい、祖先の霊を供養する
には、ふさわしくない環境になっております。／このため、本市では明るく静かな
環境を保つよう配慮した公園式墓地の里塚霊園等を造成し、一部の墓地について計
画的な移転改葬を行うと共に、その跡地はいずれも公共施設整備のために有効な利
用を図ってまいりました。／……祖先の霊安住の地である墓地を市街地の喧騒から
保護して、明るく静かな環境の墓地に移転することは、祖先崇拝の道にかなう方法
であり、更には快適な都市環境を備えたより住みよい街づくりをするためにも、ど
うか、この移転事業が円滑に進められますよう、墓主の皆様に格別の御協力をお願
い申し上げる次第でございます。（下線筆者） 
 
この文書の論理構成は次のとおりである。①豊平墓地の被埋葬者は札幌「開拓者」8で
ある「先人」「祖先」である、②その「祖先」の霊の安住の地である墓地は、敬意、感謝
の心で守り、供養されなければならない、③しかし現状の豊平墓地は喧噪のため、それ
にふさわしくない地となってしまっている、④したがって、明るく静かな墓地に墓を移
転改装することこそ、「祖先崇拝の道にかなう方法である」。 
すなわち、市は被埋葬者への敬意を最大限に示したうえで、だからこそ、その霊を祀
るにふさわしい静寂な地へ改葬すべきだとの説明を展開した。移転は、決して祖先を粗
末にするわけではなく、むしろ祖先崇拝の道にかなう、というのである。移転を祖先の
霊への冒涜だと批判する声への対応といえる。このロジックが、墓地使用者への説明会
や、移転を拒否する使用者への説得においても繰り返し用いられていった。 
さらに札幌市は、郊外に新しく市営霊園を開設し、改葬や立会の費用は全て市側が負
担すること、豊平墓地使用者の代表からなる墓地移転委員会を設けることなど、使用者
にとっての条件を改善して提示した。これにより使用者らの理解は進み、移転事業の遂
行が本格化した。 
1983 年、いよいよ着工の日を迎え挙行された豊平墓地の合同供養式において、市長代
理として出席した助役の挨拶には次の文言がある。 
 
市の発展に尽くされた多くの先人が眠る霊地でもありますが、近年特に、その周辺
地における市街地の急激な膨張発展に伴いまして、墓地を取り巻く環境もまた、著
しく変貌してまいりました。／そこで本市としましては、祖先の霊が安住している
この豊平墓地を、市街地の喧騒から保護し、明るく静かな環境の霊園にお移しする
……札幌市の発展を祈りつつ亡くなられた先人の方々のご遺志にも、十分お応えで
きるのではないかと考えまして、……／泉下の諸霊には、それぞれの新しい墓所か
ら札幌市発展の姿を見守りながら、どうか安らかにおやすみいただきたい 
 
ここではさらに、墓地移転が「先人の方々のご遺志」にもかなう、という説明が持ち
出されている。もとは都市景観や生活環境といった生者の都合に発した墓地移転事業で
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あったが、死者の環境、死者の都合にかなう事業と捉え返し、さらに「祖先」「先人」で
ある「開拓者」を顕彰9することで、移転を正当化し人々の理解を促そうとする意図が伺
える10。 
墓地移転の実務は札幌市石材商工業協同組合に委託された。全ての焼骨・土葬体を掘
り起こすこと、遺骨は組合所属の石材業者が全て手袋等をせずに素手で丁重に取扱うこ
と11、土葬体のうちきれいに白骨化しているものはそのままで、まだ日が浅く白骨化が
十分でないものは改めて火葬し直し、焼骨にして骨壷に納めることなどの作業マニュア
ルが定められた。冬は降雪のため、移転作業は春から秋の間に行われる。年ごとに移転
対象区画が定められ、竣工する春には市長以下役員が出席し閉眼式が、無事終了した秋
には同様に合同供養式（開眼供養）が催行された。また、移転先には移転記念碑も設置
された。豊平墓地移転改葬事業は、8 カ年（準備 2 年、工事 5 年、整理 1 年）、総計 37
億 9,597 万 9,000 円をかけて完結した。経過をまとめると表 3 のようになる。 
 
表 3	 豊平墓地移転事業に関する年表② 
1977 頃～ 豊平墓地移転改葬事業への批判が北海道新聞投書欄などに掲載され始める 
1980・昭 55 豊平墓地全使用者の確認作業終了。約 18 年を要した。そして札幌市は、豊平墓
地使用者にとっての条件を改善し、札幌市長名義で「札幌市豊平墓地の移転計
画について御協力のお願い」を全使用者に発送 
1982・昭 57 豊平墓地移転改葬工事開始 
1987・昭 62 豊平墓地移転改葬の全作業が完了 
 
３．４	 小括	 
本節では豊平墓地移転改葬事業をめぐる対立とその解消についてみてきた。事業に反
対する使用者や市民らは、墓地を迷惑視する地域住民が、〈豊平墓地の被埋葬者〉＝〈自
家の先祖〉＝〈札幌の「開拓者」〉への敬意を欠いているとして批判した。この対立は、
単に墓地の移転をめぐるものではなく、「開拓者の顕彰」をめぐる対立と化したのである。 
そこで市当局は、同墓地に眠る死者を「開拓者」「先祖」「先人」などと呼称したうえ
で、この移転事業を「開拓者を顕彰すればこその移転」と捉え返すことで対処した。そ
うして、墓地は顕彰の場としての意味合いが強調された。実際の移転に際しても、遺骨
の取扱いの作法を定め、供養儀礼を実施し、碑や看板を建立することで、徹底した顕彰
が行われたといえる。 
市の対応は、移転に反対していた使用者たちを納得させうるものであった。使用者た
ちにとって市の説明は、自分の先祖が単なる死者ではなく、祀られるべき札幌の功労者
であるとの意味づけを改めて確認させるものとして作用することになったといえよう。 
 
４	 移転改葬した墓と先祖への意識	 
４．１	 墓地移転改葬の経験者へのインタビューから	 
墓地移転を経験した使用者において、その前後で墓祭祀や墓観念は変容したのだろう
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か。以下ではまず、かつて豊平墓地の使用者で移転を経験した 2 名に対し 2015 年 4 月に
実施したインタビュー内容をみてみたい。 
A さんは、札幌市北区在住の 58 歳の既婚女性である。A さんの実家（夫の実家ではな
くA さん自身の生家）は、昭和初期に豊平墓地に墓を建立しており、今回の移転事業で
里塚霊園へ移転した。墓地移転に関するAさんの語りを略述すれば以下のとおりである。
なおカッコ内は筆者による補足である。 
 
	 	 私（A さん）の曽祖父は明治の終わりごろに岩手から移住してきた。もちろん墓参
りはしていたが、普通にしていただけで、特にいつごろ移住したということを意識
したことはなかった。そういう話を聞いた記憶もほとんどない。墓地移転の話は、
突然通知が来たので驚いた。しばらくして反対の声があって揉めているらしいとも
知った。里塚（移転先の里塚霊園）は遠くなるので面倒だとは思ったし、お墓を移
すなんて大丈夫なのかと思ったりもしたが、特に反対というほどのことは思わなか
った。工事は石材店さんが丁寧にやってくれたと思う。そのときにお墓（竿石）や
いろいろなところを新しくして、文字をきれいに彫ってもらって、改めて祖父母の
ことを思い出すというか、家族でうちのことを話したり、ちょっとアルバムを見た
りして、いい機会だったのではないかと思う。里塚霊園はまあいいのではないか。
お墓はどこも遠いから。年に 2 回くらいは墓参りしている。 
 
次にあげる B さんは、札幌市北区に居住する 81 歳の女性で、夫と死別している。移
転事業では夫方の家の墓を移転した。聞き取りで得られた内容は以下のとおりである。 
 
	 （B さんの）夫の家は、夫の祖父の代で山形から移住してきた。墓には 10 名分ほど
の遺骨が入っている。移転のとき、（B さんの）長男がせっかくだからきちんとしよ
うと言って、どういうわけだか（どういう経緯なのか）わからないが納骨堂に入れ
られていた夫の叔父の遺骨も一緒に入れたり、墓誌をきちんと作ったりした。今ま
で（使用していた墓地）は草ぼうぼうになってしまっていたが、きれいなところに
移してもらえて、かえって（移転して）よかった。今は夫も入っているのでちょく
ちょく墓参りしてきれいにしている。 
 
A さんにとって墓地の移転は自家にとっての墓や先祖の意味を考え直す契機となり、
B さんにとっては遺骨の所在を明らかにしたり墓誌を設けたりして墓を「きちんとする」
契機となったと語られている。 
ここで改めて確認しておきたいのは、行政による豊平墓地使用者の確認作業がきわめ
て難航したという事実にも表れているように、移転以前の豊平墓地は無縁化した墓も多
く、管理が不十分であったという点である。現代の都市社会に暮らす人々にとって、自
家の墓の管理は必ずしも容易なことではない。また、日常的に墓や先祖を意識する機会
もそう多くはないだろう。墓地移転という自家の墓を揺るがす危機的状況が、墓や先祖
の意義を再考する機会となったといえよう。 
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写真 4（2015 年 6 月問芝撮影、於里塚霊園、以下同じ）	 	 	 	 	 	 写真 5	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
写真 6	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 写真 7 
４．２	 墓の移転と改築	 
さらに以下では、豊平墓地移転改葬前後での墓の変化の様子を考察していきたい。 
本事例の移転事業においては、竿石や台石など現状をそのまま移転する場合（写真 1）
の費用は札幌市が全額負担するが、各使用者が移転を機に石塔や墓誌などの改築を希望
する場合にはその実費分を自己負担することが定められていた。なおその際、価格や施
工上の不公平が生じないよう、協同組合が標準価格やマニュアルを設定した。 
墓石の改築を希望する使用者は多く、相談会や相談所が設けられると毎回数百人が訪
れた12。札幌市石材協同組合によれば、正確なデータは残されていないが、使用者のう
ち半数以上がおおむね数万～数十万円を自己負担して墓誌の新設や改修など何らかの有
償の工事を行ったという13。 
	 注目されるのは、移転を機に墓碑を改築した場合に、北海道移住の経緯や初代の功績
を記したり（写真 2）、墓誌を新設して全ての被埋葬者や系譜を明記したり（写真 3）、移
転の経緯を記したり（写真 4）するケースが多くみられることである。 
 
 
 
	 たとえば、写真 5 の墓碑には下記の文言が記されている。 
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 〇〇家二代目△△は明治四十年富山県より十勝に開拓移民団として入植し昭和九年
札幌へ居を移し六月豊平墓地に石碑建立／豊平墓地移転により里塚霊園に改め先祖
の霊安らかならんことを祈念しこの墓碑を建立する／昭和六十一年八月	 四代目	 
〇〇××建立 
 
	 なぜこのような文言を彫る使用者が多くいたのか。そこには、戦後に設けられた墓石
の高さ制限の問題が深くかかわっている。先述（２．１）のとおり、戦前における札幌
の上流階層の人々は、墓で自らの移住成功を顕示するように巨大な墓を建てた（写真 1、
2）。しかし戦後、札幌市の市営霊園では、安全面への配慮から墓石の高さは 3m までと
いう高さ制限が設けられた。移転事業の際には、もともとの墓の大きさが制限を超えて
いた場合には、既得権としてその墓を現状そのままに移転することが許された（写真 4）。
しかしながら、そのような巨大な墓を新たに建立することは許可されなかった。さらに、
移転先の墓地区画は抽選によって決められた。そのため移転先の里塚霊園では、写真 8
のように、墓地のなかでところどころ巨大な墓がそびえたつという光景が広がることと
なった。 
もともと大きな墓を所有していれば、
墓の大きさそれ自体が十分に「開拓の祖」
の顕彰を表す。しかし、もともとの墓が
大きくない、先にみた写真 3 のような墓
の所有者にはそれがかなわない。そこで、
彼らが大きな墓と同等レベルに顕彰する
ことを願う場合には、改葬を機に制限の
範囲内で墓碑や墓誌を新たに設け、その
歴史を刻むことで「開拓の祖」を顕彰し
たのである。 
 
４．３	 小括	 
本節では、豊平墓地移転を経た人々の墓の変化、あるいは墓への意識の変化をみてき
た。市が移転事業に際し改めて「開拓者」を顕彰したことにより、墓地使用者は、自家
の先祖が単なる普通の死者ではなく、祀られるべき功労者、開拓者であるという意味づ
けを改めて得ることができた。またそれは、顕彰するためにふさわしい言葉遣いや、遺
骨の取り扱い、墓の環境、墓のかたちなどのあるべき姿を共有することでもあった。墓
地使用者はそれを契機として、墓の改築、墓誌の新設を行い、顕彰を表したとみること
ができよう。 
 
５	 おわりに	 
本稿は事例報告にとどまる内容ではあるが、墓において先祖を顕彰しようとする意識
の強さをみてとることができよう。豊平墓地が先祖の顕彰をめぐる対立の場となったと
き、「顕彰の場であればこその移転」という論理がその解決を導いた。移転を迫られた使
写真 8 
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用者は、改めて墓において「開拓者」としての顕彰を示した。この事例からは、先祖の
顕彰が今日における墓の意義の一つになっていることが示唆されよう。 
墓の方に視点を移して述べるならば、墓は墓地という場にあって、その大きさや形状、
刻字などで先祖の功績を世間に周知させる、いわばメディアとしての役割を果たしてい
るということが言えるのかもしれない。それは、私的空間にある仏壇や位牌、あるいは
葬儀や年忌法要という儀礼では十分果たせない、公共の場に置かれたモノである墓、そ
れも恒久性のある石塔の墓においてこそ可能な役割なのではないだろうか。この点に関
してはさらなる調査研究を続けていきたい。 
 
【註】
 
1 ［問芝 2015］。 
2 ［豊平区役所市民部総務企画課広聴係編 2002］。 
3 ［札幌市衛生局衛生管理部 1985：4］。 
4 ［藤井 1974：154-175］。 
5 2013 年の厚生労働省統計調査によれば、全国主要都市の墓地数は人口順に、横浜市（371 万人）は 2,677
カ所、大阪市（269 万人）は 682 カ所、名古屋市（228 万人）は 688 カ所、札幌市（194 万人）は 43 カ
所、神戸市（154 万人）は 372 カ所、福岡市（152 万人）は 957 カ所、京都市（147 万人）は 2,308 カ所
となっている。もちろん、各自治体が調査する墓地数は単純比較できるものではない。たとえば、屋敷
墓や同族墓のように 1～数基の小規模な墓地であっても、1 カ所の「墓地」として数えられるため、そう
した習俗を持つ地域では墓地数が非常に多くなる。また、周辺市町村に郊外型の霊園を求める傾向が強
ければ、市内の墓地数は少なくなるであろう。しかし以上のような問題を鑑みてもなお、札幌市の墓地
が突出して少ないということは間違いなく言えよう。 
6 札幌市の推計では、現状の民営霊園による供給で今後 20 年以上は供給可能と見込まれる
（www.city.sapporo.jp/somu/shiminnokoe/citi_enq/h2702/documents/h27-2_2-5.xlsx、2016 年 2 月 15 日確認）。 
7 本事例の経緯に関する記述は、［札幌市 1976］［札幌市衛生局衛生管理部 1985］［札幌市豊平墓地移転
委員会 1988］を参照した。 
8 移住者の多様性や先住民への配慮を欠く「開拓」という語の使用には本来慎重でなければならないが、
この事例においては「開拓」という一元的ラベルによる対立や抵抗等は看取されなかった。 
9 本発表では「顕彰」を「偉業や功績を称賛、周知する」という辞書的意味で使用している。「顕彰」と
いう概念をめぐる議論については、［藤田 2008］を参照。 
10 なお以上のような言説は、豊平墓地以外の墓地移転事業でも多用されていったことも期しておきたい。
たとえば、以下のようなものが挙げられる。「跡地につきましても、地域の福祉向上に直接役立つ公共施
設に利用することになれば、先人たちのご遺志にも応えることができる」（1981 年、新琴似墓地閉眼供
養、市長挨拶）［札幌市厚生局社会部墓園課 1982］。「明治の初年以来、新天地開拓の念に燃え、ふるさ
との建設にはげまれた父祖縁者の諸霊が眠る厚別墓地は、九十余年にわたる地域の発展と、本市の副都
心建設計画から霊地としての環境が著しく損なわれるにいたった／このことから、墓主の総意と厚別墓
地移転委員会の協力により、当里塚霊園に移転改葬することとした／ここに諸霊の冥福を冀い記念の碑
を建立する 札幌市長 板垣武四」（手稲平和霊園内、厚別墓地移転記念碑、札幌市長名義）。 
11 札幌市石材協同組合において 2014 年 7 月聞き取り。 
12 ［札幌市豊平墓地移転委員会 1988：240］。 
13 札幌市石材協同組合において 2014 年 7 月聞き取り。 
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